
  

 
 

 
 

 

 

お
ら
ほ
の
中
川 

〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 

第
百
二
十
三
弾
〉 

 

 
 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

〈
木
刀
を
差
し
て
、
社
宅
周
辺
の
山
野
に
分
け
入
る
〉 

  

当
時
の
男
の
子
の
遊
び
は
、
パ
ッ
タ
や
ビ
ー
玉
、
缶
け

り
。
そ
れ
に
漫
画
本
の
回
し
読
み
で
あ
っ
た
。
女
の
子
は
ゴ

ム
飛
び
な
ど
を
し
て
い
た
が
、
私
は
、
山
野
に
分
け
入
っ
て

遊
ん
だ
思
い
出
が
強
い
。 

私
の
後
ろ
に
は
、
い
つ
も
隣
家
の
Ｔ
君
が
つ
い
て
き
た
。

私
が
小
学
５
、
６
年
、
彼
は
２
，
３
年
生
だ
っ
た
。
ど
こ
に

行
く
に
も
つ
い
て
来
た
。「
サ
ム
ラ
イ
長
屋
」
に
は
、
子
供

が
ほ
か
に
も
い
た
が
、
私
と
彼
は
い
つ
も
つ
る
ん
で
い
た
。

学
校
か
ら
帰
り
カ
バ
ン
を
置
く
と
Ｔ
君
が
す
ぐ
「
ま
っ
ち

ゃ
ん
、
遊
べ
―
」
と
や
っ
て
来
て
、
二
人
で
遊
び
に
出
た
。 

い
つ
も
行
く
と
こ
ろ
は
決
ま
っ
て
い
た
。
製
錬
所
の
裏

と
蔵
王
沢
の
間
に
で
き
た
原
っ
ぱ
に
出
か
け
た
。
写
真
は
、

猿
倉
か
ら
撮
影
し
た
当
時
の
鉱
山
製
錬
所
と
社
宅
で
あ
る

が
、
製
錬
所
か
ら
た
な
び
い
て
い
る
煙
の
下
に
そ
の
原
っ

ぱ
が
あ
っ
た
。
そ
の
場
所
は
、
製
錬
所
や
灰
捨
て
場
か
ら
舞

い
上
が
る
亜
硫
酸
ガ
ス
が
絶
え
ず
吹
き
か
か
る
の
で
、
ほ

と
ん
ど
樹
木
が
育
た
な
か
っ
た
。
ド
ン
デ
ン
ガ
ラ
（
イ
タ
ド

リ
）
と
萱
し
か
生
え
な
い
荒
涼
と
し
た
野
原
に
な
っ
て
お

り
、
蔵
王
沢
沿
い
に
元
山
に
登
る
油
坂
近
く
ま
で
広
が
っ

て
い
た
。 

そ
の
野
原
を
毎
日
徘
徊
し
、
鳥
の
巣
を
探
し
た
り
、
蛇
を

い
じ
め
た
り
、
蔵
王
沢
に
降
り
て
ヒ
ン
ナ
シ(

写
真
の
背
後

に
写
っ
て
い
る
山
。)

に
登
っ
た
り
し
て
、
製
錬
場
周
囲
を

探
検
し
て
い
た
。
い
つ
も
腰
に
は
、
木
の
枝
で
作
っ
た
刀
を

差
し
、
時
に
は
ゴ
ム
銃
も
持
っ
て
歩
き
、
鳥
を
撃
っ
た
り
し

て
い
た
。
夕
方
に
な
る
と
、
野
原
の
一
角
に
会
社
で
作
っ
た

グ
ラ
ン
ド
の
隅
に
腰
を
か
け
、
仕
事
を
終
え
て
や
っ
て
く

る
若
い
職
員
の
野
球
の
練
習
を
見
て
い
た
。
そ
の
野
球
を

す
る
姿
の
カ
ッ
コ
よ
さ
に
あ
こ
が
れ
眺
め
て
い
た
。 

男
の
子
が
走
っ
て
い
る
写
真
は
、
我
が
長
屋
と
診
療
所

と
の
間
の
通
路
で
あ
る
。
夕
暮
れ
時
の
様
で
あ
る
。 

 

母
親
達
が
夕
食
の
支
度
の
た
め
我
が
家
に
戻
ろ
う
と
し

て
佇
ん
で
い
る
。
山
歩
き
し
た
あ
と
長
屋
に
戻
っ
た
子
供

た
ち
が
「
風
呂
に
行
っ
て
来
い
」
と
言
わ
れ
る
前
に
、
缶
け

り
で
も
し
て
遊
ん
で
い
た
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
。 

〈
仙
人
沢
で
ウ
ド
を
取
り
、
夏
は
沢
水
で
泳
ぎ
イ
ワ
ナ 

を
追
っ
た
〉 

 
 

製
錬
場
の
写
真
の
手
前
に
写
っ
て
い
る
林
は
、
仙
人
沢

で
あ
る
。
仙
人
沢
に
も
毎
日
の
よ
う
に
降
り
た
。 

沢
の
斜
面
に
は
ウ
ド
が
良
く
生
え
て
い
た
。
ウ
ド
は
生

で
食
べ
ら
れ
る
の
で
、
よ
く
取
り
に
行
っ
た
。
仙
人
沢
の
鉱

山
事
務
所
裏
が
急
な
崖
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
崖
の
一
角

に
不
要
に
な
っ
た
事
務
用
品
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
。
子
供

に
と
っ
て
は
初
め
て
見
る
事
務
用
品
が
捨
て
ら
れ
て
い
た

の
で
、
よ
く
宝
物
探
し
に
行
っ
た
。
こ
の
ゴ
ミ
捨
て
場
を
登

り
つ
め
た
と
こ
ろ
で
、
若
い
職
員
が
設
計
図
を
天
日
に
当

て
感
光
コ
ピ
ー
を
し
て
い
た
。
事
務
所
脇
に
鉱
石
を
分
析

し
て
い
る
事
務
所
が
あ
っ
た
。
そ
の
建
物
で
は
、
白
衣
を
着 

た
学
者
の
よ
う
な
職
員
が
試
験
管
を
振
っ
て
い
た
。
子
供

に
は
、
そ
の
姿
が
大
変
格
好
良
く
見
え
た
。
仙
人
沢
に
ウ
ド

取
り
に
降
り
る
と
、
い
つ
も
そ
の
崖
を
登
り
、
窓
越
し
に
職

員
を
眺
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

仙
人
沢
は
、
夏
に
な
る
と
水
泳
ぎ
を
す
る
格
好
な
遊
び

場
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
隣
の
Ｔ
君
と
一
緒
だ
っ
た
。
今
蔵
王

ラ
イ
ン
の
仙
人
沢
に
橋
が
架
か
っ
て
い
る
辺
り
が
水
た
ま

り
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
溜
ま
り
を
プ
ー
ル
代
わ
り
に
し

て
、
社
宅
の
子
供
た
ち
が
毎
日
泳
い
で
い
た
。
沢
水
な
の
で

水
が
冷
た
か
っ
た
。
泳
い
で
体
が
冷
え
る
と
大
き
な
岩
に

張
り
付
い
て
体
を
温
め
た
。
学
校
か
ら
帰
る
と
ま
っ
す
ぐ

仙
人
沢
に
走
り
、
泳
い
だ
り
潜
っ
た
り
し
て
遊
ん
だ
。
深
い

水
た
ま
り
を
潜
る
と
川
底
に
イ
ワ
ナ
の
幼
魚
が
泳
い
で
い

る
の
が
見
え
た
。
捕
ま
え
よ
う
と
す
る
が
、
子
供
の
技
で
は

捕
ま
え
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。 

鉱
山
の
後
輩
が
言
う
に
は
、
し
ば
ら
く
し
て
猿
倉
に
プ

ー
ル
が
で
き
て
、
子
供
た
ち
は
そ
こ
で
泳
ぐ
よ
う
に
な
っ

た
と
言
う
。
私
も
プ
ー
ル
で
泳
い
だ
そ
う
だ
が
、
泳
ぎ
よ
り 

も
川
遊
び
に
興
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
残
念
な
が
ら
プ

ー
ル
で
泳
い
だ
記
憶
が
な
い
の
で
あ
る
。 

  

 

も
川
遊
び
に
興
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
残
念
な 

「
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
（
そ
の 

 

）」 
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公民館だより 

― より良い中川地区に向けて真剣に討議 － 

 平成３０年度中川地区地域推進会議が、１０月１1 日

（木）、28 名の参加を得て、蔵王猿倉ﾚｽﾄﾊｳｽで開催されま

した。今回は市長の都合がつかず建設課土木係長が対応して

くださった会議です。中川地区の各種団体からの事業の報

告、要望などを真剣に議論しました。「少しでもくみ取れる

ものがあれば」とか「早急に行って見てみます。」という言

葉をいただき、こちらの思いが伝わった会議となりました。

どの議題もこれからの中川地区を形作っていく中で重要な

事ばかりで、白熱した議論になりました。 

参加くださった皆様、ありがとうございました。 

 

＝ 高畠町二井宿公民館へ ＝ 

 

 １０月２6 日(金)、平成 30 年度公民館先進地研修会が公
民館運営委員等を始め総勢１６名で行われました。 
今年度は 2017 年度優良公民館表彰（文部科学大臣表彰）

を受賞した高畠町の二井宿公民館で地域の概要と地区づく

り計画の 4 つの事業について説明をいただきました。どこ

でも抱えている少子高齢化の問題では今の状況でいかに楽

しく過ごすかを考え多世代交流事業を展開、里山環境や地域

資源等の良さを体験したりと精力的に活動されていました。 

充て職ではなく、有志で「夢を具現化するために活動する組

織」を立ち上げ『楽しく生きがいのある地域』をテーマに取

り組んでいて、今後の中川地区の課題も見えてきたように思

いました。参加くださいました地区会長さん、地域づくり推
進員さんありがとうございました。 

 優勝   山川 正憲さん(永野)  74 打 

準優勝  鏡 かつさん(金谷)    77 打 

第三位  加藤 なよ子さん(永野)  77 打 

 10 月 1５日(月)、少し肌寒さを感じながらもグ

ラウンドゴルフ愛好会大会を実施することが出来

ました。日頃の練習成果を大いに発揮すべく 18

名の参加者は４班に分かれて熱戦を繰り広げまし

た。ホールインワン賞を 3 つ用意していたのです

が、なんと‼１２個も出るなど、熟練の技がひか

り接戦になりました。8 ホール 4 ゲームで戦った

結果、優勝は永野の佐藤宏さん、準優勝 太田富治

さん、第 3 位 木村庄治さんでした。自分の打数に

がっかりしていた方もおられましたが皆さん楽し

く過ごされていました。また来年の開催まで腕を

あげておいてくださいね。 
  
 
 



  

10月7日（日）第４３回中川福祉村大運動会が台風25号の強風の為、中止になりました。 
関係者の方には暗いうちからお集まりいただいて判定会議を行いました。時折グラウンドの砂を巻き上げて吹いてく

る強風を体に受け、それでももう少し待てばおさまるのではないかと期待し、慎重に見守っていましたが小さい子供

さん、車椅子で参加される方もいらっしゃる福祉村での運動会は皆さんの安全を第一と考慮し、苦渋の決断をいたし

ました。開催のため夜何度も会議をし準備してくださった関係者の方、売店を準備してくださっていた中川小ＰＴＡ

の皆様、ボランティアで大会運営にお手伝いを予定していた中川小学校、北中学校の皆様、各地区役員の皆様ありが

とうございました。来年は開催できる事を祈っております。 

１０月２３日（火）２４名で秋の１日研修が行われま

した。国指定史跡“真言宗・普門院”を拝観。２度の焼

失があり現在の建物は寛政８年（1796）に再建された

ものだそうです。経年や豪雪などにより痛みが大きくな

ってきたために保存修理工事が行われていましたが、国、

県、市との調整の関係で遅れているとの事でした。中に

ある「コロリ薬師様」に手を合わせたから明日コロリと

逝くという事では決してなく、病苦から生命あるものす

べてのものを救う、また厄除開運、無病息災、日々の健

康に感謝し元気で長生きの教えである。という事でした。

その後小野川温泉へ。暖かい穏やかな日で散策を楽しみ

甲子大黒天本山まで足を延ばしお参りした方もいまし

た。ホテル山川で美味しい昼食を堪能しゆっくりお風呂

に入りリフレッシュ。厳しかった夏を過ごし稲刈りも終

わり、ちょっと一息のご褒美をもらい楽しい１日になり

ました。 

参加してくださった皆様ありがとうございました。お疲

れ様でした。 

 

ご挨拶 

１０月１日から地域活動推進員としてお世話になっています小倉の荒井裕美です。 

どうぞ宜しくお願い致します。 

 

10月17日（水）午後、仙台市泉区民生児童委員

協議会地区民児協正副会長研修会で 26 名が中川福

祉村役場へ来訪されました。毎年実施している研修会

で今年度は当村が選ばれました。福祉村の地域共生社

会の実現に必要な取組について概要を説明後、中川地

区民生児童委員の地域活動への関わりや支援の実際

について質疑応答があり、小グループでの意見交換も

あり、活発な交流が出来たものと思いました。参加し

ていただいた民生児童委員と主任児童委員の皆様あ

りがとうございました。これからも地域のため頑張っ

てください。 



 

 

 

  

 

女性学級｢きらり｣ 第 7回 1日研修 

10月16日（火）総勢14名で上杉の城下町「米沢」研修が実施されました。朝からの好天に恵まれ一日中爽やか

に過ごす事が出来ました。東光の酒蔵資料館では上杉家御用酒屋として歩んできた歴史をお聞きしながら、明治時代

にタイムスリップしたかのような趣深い空間を体験。米沢織「宝来屋」もまた昔から使われている機械で大きな音を

たてしっかり歴史を受け継いでいるのを感じました。横糸に〈和紙〉を使っている事に驚きましたが製品は軽く、肌

触りよく、正に「高級品」でした。昼は上杉伯爵邸でウコギごはん等の郷土料理をいただき、その後上杉博物館へ。 

 

 
おしょうしなガイドさんの説明付きで国宝「上杉本洛中洛外図屏風」 

を見てきました。今年オープンした米沢道の駅に立ち寄って帰ってき 

ました。 

☆しめ飾り作り参加者募集中!!!★ 

日 時 平成30年12月１8日（火） 

         12：30～15：30 

場 所 中川地区公民館 集会室    

申し込 中川地区公民館 

申込期日 12月３日(月)まで 

 

 
行事予定  

12/ 3(月)   第9回そば打ち体験 
       三者会 中川地区会長会 協議会 
      地域福祉懇談会(市社福協主催) 

12/ 4(火)    第２5回詩吟教室 
12/６(木)    中川地区食生活推進協議会 

伝達講習会 
12/７(金)   ボランティアによる大掃除 
12/11(火)  中川地区表彰委員会 

中川地区会長会忘年会 
第２６回詩吟教室 

12/12(水)   わんぱく広場しめ飾り作り（中小） 
12/14(金)  市報、館報 

第９回パソコンクラブ 
12/16(日)  わんぱく広場（藁打ち）、 

第4回子ども育成会 
12/18(火)  しめ飾りづくり 

第27回詩吟教室 
12/26(水)  第９回女性学級｢きらり｣ 
12/28(金)   御用納め 

行事予定 
11/16(金)   第7回粋いき倶楽部 
11/18(日)  東北自動車道地区民見学会 
11/19(月)  グラウンドゴルフ愛好会 
        中川小そば打ち交流会(６年生) 
11/20(火)  第24回詩吟教室 
11/24(土)  主事部体育部反省会 
11/26(月)  グラウンドゴルフ愛好会 
11/27(火)  男の料理教室 
11/30(金)  市報配布 
       防犯協会中川支部研修会 
        

☆公民館大掃除ボランティア募集中!!!★ 

日 時 平成30年12月7日（金） 

         10：00～12：00 

場 所 中川地区公民館 集会室    

申し込 中川地区公民館 

持ち物 掃除できる格好・古タオル・他 

申込期日 11月30日(金)まで 

 

今年度最後のしめくくりに最適な秋晴れ‼行く前から気

持ちは最高、ウキウキ‼今回は蔵王ドッコ沼散策です。中

央ロープウェイに乗って鳥兜駅までの間にも、散策中に

も「うわあぁ きれい♥」という歓声が何度も聞かれまし

た。本当に・おみごと・ 心洗われたっぷり癒されきまし

た。来年度もまた計画いたしますのでご参加お待ちして

おります       。 


